
RI第2027地区 2020-2012年度
会長エレクト研修（PETS）報告

日出ロータリークラブ

2020-2021年度

会長エレクト

加賀山茂

2020/6/9 2020-2021 PETS Report 1



2020-2021年度RI会長のテーマ

英語 日本語
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2020-2021年度RI会長のテーマ
色に基づく解釈

 このクナーク会長テーマのシンボルマークのロゴの色に注目してみま

しょう。気づかれましたか？

 真ん中の色はまさにロータリーゴールドであり，

 右側はロイヤルブルー〔実は，アジュール，ロイヤルブルーは，インターアクト（12歳～18歳）のシン

ボルカラー〕，

 そして左側はクランベリーレッドという組み合わせになっています。このクランベリーレッドはロー

ターアクト（18歳～30歳）のロゴマークのカラーなのです。

 ホルガー・クナーク会長エレクトはこの扉に，「ローターアクトの若者への

扉も用意しである」はもちろん，様々な奉仕活動を求める地域社会のす

べての人々へのメッセージを伝えようとしたに違いありません。

 ただし，カラーの意図についての正式な発表はありません。

 『国際ロータリー第2720地区2020～2021年度会長エレクト研修・オンラインセミ

ナーテキスト』18頁
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「ロータリーは無限の可能性：
情熱で夢を未来に届けよう」
（硯川昭一・2720地区ガバナー）



2020-2021年度RI会長のテーマ
内容に基づく解釈

2020/6/9 2020-2021 PETS Report 4

奉仕の
理念と実践

奉仕の前提

１．「親睦・交流」の機会

２．「職業倫理の向上」の機会

奉仕の目標 ３．「次世代への奉仕」の機会

和らぎ睦びて事を論じ，次世代への奉仕活動を実践しよう
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自分
他人

自分は知っている 自分は知らない

他人は知っている
Ⅰ開放の窓
（open self）

Ⅱ盲点の窓
（blind self）

他人は知らない
Ⅲ秘密の窓
（hidden self）

Ⅳ未知の窓
（unknown self）
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2020-2021年度
日出ロータリークラブ会長のテーマ

和らぎ睦びて事を論じ，次世代への奉仕活動を実践しよう
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